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気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
「海洋・雪氷圏特別報告書（SROCC）」

（2019年9月25日公開）
第１章：報告書の構成と背景
第２章：高山地域
第３章：極域
第４章：海面水位上昇並びに低海抜の島嶼、沿岸域

及びコミュニティへの影響
第５章：海洋、海洋生態系及び依存するコミュニ

ティの変化
第６章：極端現象、急激な変化及びリスク管理
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SROCC全般
•Special Report (SR)は、自然科学のWGIにWG IIの視点も含む。
•レビューでなくアセスメント
•メッセージ, 届け先：Policy relevant (i.e.:  SPM)
•AR5からの進展を示す。
•本文、図表、Box、CCBの構成 推敲
•同時進行で他のレポートが作成される。

WGIレポートをWGIIが読んで作成することは難しい。
SRでは最初から一緒に作成チームに入れる。
Special Report on Global Warming of 1.5ºC Oct. 2018
Special Report on Climate Change and Land (SRCCL)  Aug. 2019

これらの新結果を、SROCCは取り込まなければいけない。
•新事実とともに一貫性を確認。
•信頼性confidence level を明示。Deep Uncertaintyも言及。
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SPM Headline Statements
A. OBSERVED CHANGES AND IMPACTS 観測された変化および影響

Observed Physical Changes
Observed Impacts on Ecosystems
Observed Impacts on People and Ecosystem Services

B. PROJECTED CHANGES AND RISKS 将来予想される変化およびリスク
Projected Physical Changes
Projected Risks for Ecosystems
Projected Risks for People and Ecosystem Services

C. IMPLEMENTING RESPONSES TO OCEAN AND CRYOSPHERE CHANGE
海洋及び雪氷圏の変化に対する対応の実施

Challenges
Strengthening Response Options
Enabling Conditions
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海洋・雪氷圏特別報告書（SROCC）が扱う内容
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変化する気候下での海洋・雪氷圏に関する IPCC 特別報告書
政策決定者向け要約（SPM）の概要（ヘッドラインステートメント）
（2019 年 9 月 24 日承認済み SPM IPCC-LI/Doc. 3 に基づく環境省仮訳（速報版）より）

A. 観測された変化および影響

観測された自然の（physical な）変化
•A1. 最近数十年にわたって、地球温暖化は雪氷圏の広範に及ぶ縮退をもたらし、それ
は氷床及び氷河の質量の消失（確信度が非常に高い）、積雪被覆の減少（確信度が
高い）及び北極域の海氷の面積や厚さの減少（確信度が非常に高い）、並びに永久
凍土における温度の上昇（確信度が非常に高い）を伴う。
•A2. 世界全体の海洋は、ほぼ確実に 1970 年より弱まることなく昇温しており、気候
システムにおける余剰熱の 90%を超える熱を取り込んできた（確信度が高い）。1993 
年より、海洋の昇温速度は２倍を超えて加速している（可能性が高い）。海洋熱波
は、1982 年から、頻度が 2 倍に増大した可能性が非常に高く、その強度は増大して
いる（確信度が非常に高い）。海洋がより多くの CO2 を吸収することによって、海
面（表面海水）の酸性化が進行している（ほぼ確実）。海面から水深 1000m まで酸
素の損失が起きている（確信度が中程度）。
•A3. 世界平均海面水位（GMSL）は、グリーンランド及び南極の氷床から氷が消失す
る速度の増大（確信度が非常に高い）、氷河の質量の消失及び海洋の熱膨張の継続
により、ここ最近の数十年加速化して上昇している。
•熱帯低気圧による風及び降雨の増大、並びに極端な波の増加は、相対的な海面水位
の上昇と組み合わさって、極端な海面水位の現象及び沿岸域のハザードを悪化させ
る（確信度が高い）。
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Fig. SPM 1
海洋と雪氷圏の
過去と未来の変化

経年変化（観測）
経年変化（モデル）
予測（RCP2.6)
予測（RCP8.5)
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将来の変化のシナリオ

1850-1900年 から 1986-2005年 の間
に観測された気温上昇 0.63oC 
(±0.06oC). SR1.5. 

温室効果気体排出を低いレベルに
抑える場合（強い緩和策） (RCP2.6). 
2100年までに気温上昇を2oC以内に
抑える。2081-2100年のCO2 濃度は
426 ppm、気温は +1.6oC (±0.7oC).

温室効果気体排出が多い場合（気候
変動対策なし） (RCP8.5).
2081-2100年のCO2 濃度は 850 ppm、気
温は +4.3oC (±1.1oC).全球平均地上気温

産業革命以前の期間(1850-1900)からの上昇

経年変化（観測）
経年変化（モデル）
予測（RCP2.6)
予測（RCP8.5)
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海洋と雪氷圏の過去と将来

地上気温

海水温

海洋熱波

海洋熱量

海洋酸性化

海洋の酸素欠乏

北極の海氷

北極の積雪（6月）
1950                             2000                              2050                          2100

対策をした場合

対策をしない場合

現在

リバーシブル
回復も

臨界点
ティッピングポイント

温暖化フィードバック機構

膨張
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• 2100年以降も海水準上昇は続く.
• 温室効果気体排出を抑えればin 

2300年までの上昇は1mに抑えら
れる.

• 排出削減政策をとらなければ
2300年には上昇は5.4mに及びうる.

• 適応策をとることが有効である.

グリーンランド
氷床質量減少

南極氷床
質量減少

氷河
質量減少

現在

現在

海水の熱量と海水
準上昇（膨張）

海水準上昇最大1.1m

主要因
対策をしない場合

対策をする場合
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（参考）氷床融解による海面上昇（従来の観点から）

北極：地球全体の氷床の9％を占める。グリーンランドの氷床が全部融解すると
地球全体の海水面が約6メートル上昇。
南極：地球全体の氷床の90％を占める。全部融解すると地球全体の海水面が
約60メートル上昇。 それは大変だけど、すぐには起きない？

減少

スケール

寄与、速度
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グリーンランド氷床
質量減少

海水準上昇

対策をした場合

南極氷床
質量減少
南極氷床
質量減少

氷河
質量減少

対策をしない場合

現在

現在

最大1.1m

認識・視点の変化
AR5以降の情報の増加

これまでの視野
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IPCC 海洋・雪氷圏特別報告書
（2019年9月25日）
政策決定者向け要約（SPM)から

B3.1
For RCP8.5, the corresponding 
GMSL rise is 0.71 m (0.51–0.92 m, 
likely range) for 2081–2100 and 
0.84 m (0.61–1.10 m, likely range) 
in 2100. 
Mean sea level rise projections are 
higher by 0.1 m compared to AR5 
under RCP8.5 in 2100, and the 
likely range extends beyond 1 m in 
2100 due to a larger projected ice 
loss from the Antarctic Ice Sheet 
(medium confidence). 
The uncertainty at the end of the 
century is mainly determined by 
the ice sheets, especially in 
Antarctica.

B3.1
最も温暖化が進む予想（RCP8.5)の
場合、地球平均海水準上昇は 2081–
2100 の間に0.71 m (起こりうる範囲
として最小0.51–最大0.92 m,) 、また
2100年までには起こりうる範囲と
して最小0.61–最大1.10 mとなる. 
最も温暖化が進む予想の場合の、平
均海水面の上昇は2013年のAR5の
2100年の予想に比べて10㎝上昇し、
起こりうる範囲も１ｍを越した。こ
れは南極氷床の質量消失による (中
程度の信頼性). 
今世紀末の不確定性は、主に氷床に
よって、特に南極氷床によって決ま
る。
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南極氷床の氷の質量増減

増加

減少

東南極

南極半島

西南極

南極全体

グリーンランド

減少

減少

東南極西南極

南極半島

SM:30-years of IPCC statements on West Antarctica

1990
FAR

1995
SAR

2001
TAR

2007
AR4

2013
AR5

2019
SROCC

2021
AR6
？
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西南極の予想・解釈が
変わってきた。
今後どうなるのか？



SROCC Cross-Chapter Box 8: （CCB 8)
海洋に接する氷床(MISI)の不安定さによる将来の海水準の変化
Future Sea Level Changes and Marine Ice Sheet Instability   Chap. 3  p55-58

MISIの変化の仕組みは、特
に、氷床底面が海面以下に
ある西南極で重要である。
東南極ので最も大きな溢流氷河で
あるトッテン氷河は最近数十年で
後退し、薄くなっている. これは、
トッテン氷河の東南極が将来の海
水準上昇に多大な影響を与えるこ
とを示唆する。
しかしながら、海洋からの影響の
増加への応答が今後も同様に起き
るか、あるいは氷床不安（MISI)
が始まっていることを示している
かについては、明らかではない。
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生態系に対する観測された影響
• A4. 雪氷圏及び関連する水文系の変化は、以前は氷に覆われていた土地の露出、積

雪被覆の変化、並びに永久凍土の融解によって、高山域及び極域における陸域及び
淡水の生物種並びに生態系に影響を与えてきた。これらの変化は、季節行動、生態学
的、文化的及び経済的に重要な動植物種の個体数及び分布、生態学的撹乱、並びに
生態系の機能性の変化に寄与してきた。（確信度が高い）

• A5. 1950 年頃より多くの海洋生物種が、多数の種群にわたって、海洋の昇温、海氷の

変化及び生息地に対する酸素の喪失などの生物地球化学的な変化に応答し、地理的
な分布域の移動（変化）及び季節行動の変化を経ている（確信度が高い）。

• これは赤道から両極[（北極・南極）]にわたって種の構成、個体数及び生態系のバイオ

マス（生物量）生産の変化をもたらしている。種の間の相互作用の変化によって生態系
の構造及び機能性に連鎖的な影響がもたらされている（確信度が中程度）。一部の海
洋生態系では、種は漁業及び気候変動の両方の影響を受けている（確信度が中程度）
。

• A6. 沿岸域の生態系は、海洋熱波の強化、酸性化、酸素の喪失、塩水侵入及び海面水

位の上昇を含む海洋の温暖化の影響を受けるとともに、人為的な活動によって海洋及
び陸上にもたらす不利益な結果（作用）の影響を受ける（確信度が高い）。[これらの]影
響は、生息地の面積及び生物多様性、並びに生態系の機能性及びサービスにおいて
すでに観測されている（確信度が高い）。

A. 観測された変化および影響
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海洋・雪氷圏の変化による地域的影響 １

社会+生態系サービス： 漁業、観光、生息地、輸送/海運、文化、沿岸域炭素貯留

A. 観測された変化および影響

生態系 ほぼ全域で減少

生態系サービス ほぼ全域で減少

水温上昇、酸素減少、酸性化、
北極海氷減少、海面水位上昇pH
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A. 観測された変化および影響

人々及び生態系サービスに対する観測された影響

• A7. 20 世紀半ばより、北極圏及び高山地域における雪氷圏の縮退は、食料安全保障、

水資源、水質、生計、健康と福祉、インフラ、交通、観光とレクリエーション、及び人間社
会の文化に、主に負の影響を与えており、これは特に先住民の人々にあてはまる（確
信度が高い）。コスト及び便益は、人々及び地域にわたって不平等に分布している。先
住民の知識及び地域の知識を含むことは適応の努力において利益をもたらしてきた（
確信度が高い）。

• A8. 海洋における変化は、海洋生態系及び生態系サービスに影響を与えてきたが、そ

の結果は地域毎に異なり、ガバナンスに課題を呈してきた（確信度が高い）。漁業（確
信度が中程度）、地域の文化及び生計（確信度が中程度）、並びに観光及びレクリエー
ション（確信度が中程度）は、正負両方の影響を食料安全保障にもたらす。生態系サー
ビスへの影響は、健康及び福祉（確信度が中程度）並びに漁業に依存する先住民の人
々及び地域コミュニティに対して、負の影響をもたらす（確信度が高い）。

• A9. 沿岸域のコミュニティは、熱帯低気圧、極端な海面水位の上昇及び洪水、海洋熱波

、海氷の消失及び永久凍土の融解を含む、複数の気候に関連するハザードに曝露さ
れている（確信度が高い）。多様な対応が、主に極端現象が起こった後に世界各地で実
施されているが、一部の対応（例えば、大規模なインフラの場合など）は将来の海面水
位の上昇を見込んで実施されている。
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海洋・雪氷圏の変化による地域的影響 ２

社会+生態系サービス： 観光、農業、インフラ、移住、文化

A. 観測された変化および影響

洪水、土砂崩れ、雪崩、地盤沈下 増加

観光、農業、インフラへのダメージ
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B. 予想される変化およびリスク
予測される自然の（physical な）変化

•B1. 世界レベルでの氷河の質量の消失、永久凍土の融解、並びに積雪被覆及び北極域
の海氷面積の減少は、地表面気温の上昇によって短期的（2031-2050 年）に継続する
と予測されるが（確信度が高い）、それは河川流出及び局所的なハザードに不可避
の結果をもたらす（確信度が高い）。グリーンランド及び南極の氷床は、21 世紀に
わたって、またそれ以降も、さらに加速して質量の消失が進むと予測される（確信
度が高い）。これらの雪氷圏の変化の速度及び規模は、温室効果ガスの高排出シナ
リオにおいて、21 世紀後半にさらに増大すると予測される（確信度が高い）。今後
数十年における温室効果ガスの排出量の大幅な削減によって、2050 年以降のさらな
る変化が低減されると予測される（確信度が高い）。
•B2. 21 世紀にわたって海洋は、水温の上昇（ほぼ確実）、海洋上層部における成層
の強化（可能性が高い）、酸性化の進行（ほぼ確実）、酸素の減少（確信度が中程
度）及び純一次生産の変化（確信度が低い）を伴って先例のない状態に移行すると
予測される。海洋熱波（確信度が非常に高い）及び極端なエルニーニョ現象及びラ
ニーニャ現象（確信度が中程度）は、さらに頻繁に起こるようになると予測される。
大西洋子午面循環(AMOC)は弱まると予測される（可能性が非常に高い）。これらの
変化の速度及び規模は、温室効果ガスの排出量が低いシナリオにおいてより小さく
なる（可能性が非常に高い）。
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追加資料 温暖化と台風発生 海洋熱波
2019年10月の高温の海水温
気象庁HPによる。
http://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/kaikyo/daily/sst_HQ.html

日本のすぐ南の表面海水温（SST)は27℃を示している。台風は26－
27℃の海水温域で発生するとされている。日本付近まで、台風を発生、
勢力を維持させる高海水温域が迫っている。（右図）

海洋熱波（Marine heatwave)

SROCCでは、
Marine heatwave： A period of extreme warm near-sea surface temperature that 
persists for days to months and can extend up to thousands of kilometres.

と紹介されている。また、“海洋危機ウオッチ”のサイトにも詳細に紹
介されている。

https://www.marinecrisiswatch.jp/mcwatch/archives/2019/09/-marine-heat-waves.html

“海洋熱波の原因や地球温暖化との関係を議論するうえで、これまで
個々の海域で「異常」と見なされてきた水温上昇を、ある基準をもっ
て評価する必要がありました。そこで海洋熱波を「ある特定の海域で
個別的に長期に続く異常な暖かさの海水事象」とし、「その海域の水
温出現頻度で90％の値を超える水温が5日以上連続した状態」と定義し
ました (Hobday et al., 2016) 。それにより海洋熱波と見なされた事象を全
球規模で解析した結果、1987-2016年の期間は1925-1954年の期間と比較
して海洋熱波の期間が54％増加していることが示されました (Oliver et 
al., 2018)。そして海域による温度上昇のメカニズムの違いが明らかにな
る (Holbrook et al., 2019) と共に、海洋熱波が様々な海洋生物・生態系に
対して負の影響をもたらし、生態系の主要な種であるサンゴや海草、
海藻に大きな影響を及ぼすことが指摘されました (Smale et al., 2019)。“
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B. 予想される変化およびリスク
予測される自然の（physical な）変化

•B3. 海面水位の上昇は加速して続いている。歴史的に稀な（最近の過去において 100 
年に一度）海面水位の極端現象が、全ての RCP シナリオで、特に熱帯において、
2050 年までに頻繁に（多くの場所において 1 年に一度以上）起こると予測される
（確信度が高い）。高水位になる頻度の増大により、曝露の度合いによって、多く
の場所で深刻な影響を与えうる。（確信度が高い）。
•海面水位の上昇は、全ての RCP シナリオにおいて、2100 年以降も継続すると予測さ
れる。高排出シナリオ（RCP8.5）では、南極氷床の寄与が AR5 より大きくなると予
測されるため（確信度が中程度）、2100 年までに予測される世界全体の海面水位の
上昇が、AR5 と比べて大きい。
•今後数世紀にわたって、RCP8.5 の下では、海面水位は年間数センチを超える速度で
上昇し、その結果今後数世紀にわたって数メートル上昇すると予測される（確信度
が中程度）が、RCP2.6 では海面水位の上昇が 2300 年に１m 程度に抑えられる（確信
度が低い）。
•極端な海面水位及び沿岸域のハザードは、熱帯低気圧の強度の増大、及び降水量の
増加によって悪化する（確信度が高い）。波浪や潮汐において予測される変化がこ
れらのハザードを単純化または改善するかどうかは、局所的に異なる（確信度が中
程度）。
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Photo: John Grainger

HCE Historical Centennial Event 100年に一回の極端水位
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極端な海面水位 Extreme Sea Level Event
HCE (Historical Centennial Event) 100年に一回の極端水位イベント

HCEの発生予測
RCP8.5と2.6の場合

←2040～2060に毎年発生

2080～2100
に毎年発生→

10年以上の遅延→

←2030～に毎年発生

2060～2080
に毎年発生
←
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B. 予想される変化およびリスク
予測される生態系に対するリスク

•B4. 将来起こる陸域の雪氷圏の変化は、生態系の構造及び機能性に変化をもたらす種
の分布の大規模な移動（変化）、そしてその後に起こる世界全体で固有の生物多様
性の喪失を伴って、高山地域及び極域における陸域及び淡水の生態系を改変し続け
る（確信度が中程度）。森林火災(wildfire) は、今世紀の残りの期間において、一部の
山岳地域を含むほとんどのツンドラ及び北方林の地域にわたって、大幅に増加する
と予測される（確信度が中程度）。
•B5.全ての排出シナリオにおいて、海洋動物の群衆の世界全体のバイオマス（生物
量）の減少、その生産及び潜在的漁獲量の減少、並びに種の構成の変化が、21 世紀
にわたって海面から深海の海底にかけて海洋生態系において起こると予測される
（確信度が中程度）。減少の速度及び規模は、熱帯域において最大（確信度が高
い）となる一方で、影響は極域において依然として多様であり（確信度が中程度）、
[影響は]高排出シナリオにおいては増大すると予測される。海洋酸性化（確信度が中
程度）、酸素の喪失（確信度が中程度）及び海氷面積の減少（確信度が中程度）並
びに気候以外の人間の活動（確信度が中程度）は、温暖化に よって引き起こされた
これらの生態系への影響を悪化させる潜在的可能性を有する。
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予測される生態系に対するリスク

増加

減少

増加

純一次生産

動物
バイオマス

漁獲量

増加

減少

増加

減少

B. 予想される変化およびリスク

26



B. 予想される変化およびリスク
予測される生態系に対するリスク

•B6. 沿岸生態系の生物多様性、[生態系の]構造及び機能に対する深刻な影響のリスク
は、21 世紀以降、低排出シナリオよりも高排出シナリオにおいて上昇した気温にお
いて、更に上昇する気温のため、より高くなると予測される。予測される生態系の
応答には、種の生息地及び生物多様性の喪失、並びに生態系機能の劣化が含まれる。
生物及び生態系の調整及び適応する能力は、低排出シナリオにおいてより高くなる
（確信度が高い）。海草及び海藻の藻場などの敏感な生態系においては、気候に関
連する他のハザードとともに、地球温暖化が工業化以前の気温より 2℃を超えた場合
に、高いリスクが予測されている（確信度が高い）。暖水性サンゴはすでに高いリ
スクに曝されており、地球温暖化が 1.5℃に抑えられたとしても非常に高いリスクに
移行すると予測される（確信度が非常に高い）。
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予測される生態系に対するリスク
B. 予想される変化およびリスク
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予測される人々及び生態系サービスに対するリスク

•B7. 陸域における将来の雪氷圏の変化は、水資源[の状況]と、水力発電（確信度が高
い）及び高山地域とその下流域における灌漑農業（確信度が中程度）、並びに北極
域の生計（確信 度が中程度）等、その利用方法に影響を与えると予測される。洪水、
雪崩、地滑り及び地面の不安定化における変化は、インフラ、文化、観光及びレク
リエーションの資源にもたらされるリスクを増大させると予測される（確信度が中
程度）。
•B8. 気候変動による将来の魚類の分布の移動（変化）、並びにその個体数及び漁獲可
能量の減少は、海洋資源に依存するコミュニティの収入、生計及び食料安全保障に
影響を与えると予測される（確信度が中程度）。海洋生態系の長期的な喪失及び劣
化によって、人間のアイデンティティ及び福祉にとって重要な、文化やレクリエー
ションにおける本質的な価値において、海洋が担う役割が損なわれる（確信度が中
程度）。
•B9.平均海面水位及び極端な海面水位は、海洋の昇温と酸性化を伴って低平地沿岸域
の人間コミュニティにもたらされるリスクを増大させると予測される（確信度が高
い）。急速な土地の隆起のない北極域の人間コミュニティ及び都市化した環礁島で
は、低排出シナリオ（RCP2.6）でさえも、適応の限界に達する（確信度が高い）こ
とを含め、リスクが「中程度」〜「高い」になると予測される（確信度が中程度）。
高排出シナリオ（RCP8.5）では、三角州地域及び資源が豊富な沿岸都市は、2050 年
以降現在の適応では中程度から高いリスクを経験すると予測される（確信度が中程
度）。変革的なガバナンスを含む野心的な適応に よって、リスクが低減されること
が期待される（確信度が高い）が、伴う便益はそれぞれの 文脈に特有である。

B. 予想される変化およびリスク
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海面上昇リスクと対応による2100年のリスク予測

r / R
RCP 8.5/2.6
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海面上昇への対応と緩和策によるメリット

•現在から将来：開始のタイミング

対応 r / R
RCP 8.5/2.6
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• 対応
• 効果
• 有効性
• コベネフィット
• 欠点
• 経済性
• ガバナンスの課題
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Chap.5の追加資料
より、提案されて
きた対応策一覧

再生可能
エネルギー

海洋施肥
風化
（アルカリ化）
沿岸緑化

海洋保護区

汚染防止

水文復元

乱用制御

遺伝子組み換え

再配置と復元
33



C. 海洋及び雪氷圏の変化に対する対応の実施

Challenges 課 題
•C1. 海洋及び雪氷圏における気候に関連する変化の影響によって、局所的な規模から
世界的な規模において、適応による対応を策定し実施する現在のガバナンスの取り
組みは、益々困難になり、場合によってはその限界まで追い込まれる。
•最も曝露の度合いが高くかつ脆弱性の高い人々は、対応する能力が最も低い人々で
あることが多い（確信度が高い）。
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C. 海洋及び雪氷圏の変化に対する対応の実施

Strengthening Response Options 対応の選択肢の強化
•C2. 海洋及び雪氷圏に関連する生態系によって提供される、広範に及ぶサービス及び
選択肢は、保護、再生、再生可能な資源利用の予防的な生態系ベースの管理、並び
に汚染及びその他のストレス要因の削減によって支えられうる（確信度が高い）。
統合的な水管理（確信 度が中程度）及び生態系ベースの適応（確信度が高い）のア
プローチは、気候リスクを局所的に低減し、複数の社会的便益を提供する。しかし、
それらの対応について生態学的、資金的、制度的及びガバナンス上の制約が存在し
（確信度が高い）、多くの文脈において、生態系ベースの適応は最も低い昇温の程
度においてのみ有効である（確信度が高い）。
•C3. 沿岸域のコミュニティは、利用可能な選択肢のコスト、便益及びトレードオフの
均衡を維持しつつ、時間の経過に応じて調整が可能な、それぞれの文脈に固有で統
合的な海面水位の上昇への対応を策定するにあたって、困難な選択を迫られている
（確信度が高い）。
•保護、順応、生態系ベースの適応、海岸線拡張と後退（retreat）を含む、どの種類の
選択肢も、それが利用可能な場合にはいつでも、そのような統合的な対応において
重要な役割を果たしうる（確信度が高い）。

35

（2019 年 9 月 24 日承認済み SPM IPCC-LI/Doc. 3 に基づく環境省仮訳（速報版）に、記
入）



C. 海洋及び雪氷圏の変化に対する対応の実施

Enabling Conditions [措置を]可能にする条件
•C4. 気候へのレジリエンス及び持続可能な開発を可能とすることは、調整された持続
可能でさらに野心的な適応行動を組み合わせた、緊急で野心的な排出削減に大きく
依拠する（確信度が非常に高い）。海洋及び雪氷圏における気候に関連した効果的
な対応を実施するための主要な成功要因には、ガバナンスを行う当局の間の空間ス
ケール及び計画期間に協力や調整の強化が含まれる。
•教育及び気候リテラシー、監視及び予想、全ての利用可能な知識源の利用、データ、
情報及び知識の共有、資金、社会的な脆弱性及び衡平性への対応、並びに制度的な
支援も重要である。
•そのような投資は、能力開発、社会学習、文脈に固有の適応への参加、並びにト
レードオフの交渉への参加及び短期的なリスク及び長期的なレジリエンスと持続可
能性の構築のコベネフィットの達成を可能にする（確信度が高い）。
•本報告書は、 先行する IPCC 及び IPBES の報告書でも評価されたように、低い程度
の地球温暖化（1.5℃）における海洋及び雪氷圏に関する科学の現状を反映する。
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Knowledge for action 知識から行動へ

The IPCC Special Report on the Ocean and Cryosphere in a Changing Climate
• highlights the urgency of prioritizing timely, ambitious and coordinated action 

to address widespread and enduring changes in the ocean and cryosphere;
時期を得た、野心的な共同行動優先の緊急性を強調；

• empowers people, communities and governments to tackle the unprecedented 
transitions in all aspects of society; 人、コミュニティ、政府が前例の
ない移行に取り組めるように；

• provides evidence of the benefits of combining scientific knowledge with local 
and Indigenous knowledge; 科学的知識と地域および先住民の知識を
組み合わせることの利点の証拠を提供；

• focuses, for the first time, on the importance of education and climate literacy.教
育と気候リテラシーの重要性に初めて焦点を当てる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
This new IPCC Special Report highlights the urgency of prioritizing timely, ambitious and coordinated action to address widespread and enduring changes in the ocean and cryosphere.
 
It provides the best available scientific knowledge to empower people, communities and governments to tackle the unprecedented transitions in all aspects of society, including energy, land and ecosystems, urban and infrastructure as well as industry that would be needed to deliver on the Paris Agreement.
 
The report gives evidence of the benefits of combining scientific with local and indigenous knowledge to develop suitable options to manage climate change risks and enhance resilience. 
 
This is the first IPCC report that highlights the importance of education to enhance climate change, ocean and cryosphere literacy.




The more decisively and earlier we act, the 
more able we will be to address unavoidable 
changes, manage risks, improve our lives and 
achieve sustainability for ecosystems and 
people around the world – today and in the 
future.

断固として、早期に行動すればするほど、避けられない
変化に対処し、リスクを管理し、私たちの生活を改善し、
世界中の生態系と人々の持続可能性を達成できるように
なります。
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Our ocean and cryosphere –

They sustain us.
They are under pressure.
Their changes affect all our lives.

The time for action is now.

我々の海洋と雪氷圏-

海洋と雪氷圏は我々を支
える。
海洋と雪氷圏はプレッ
シャーにさらされている。
海洋と雪氷圏の変化は
我々のすべての生活に影
響を与える。

今こそ行動の時である。
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今後
「警鐘」は多く行われてきた。
（アクションとなるか：（参考）SR1.5C)
• 変化は進行している: 高温、森林火災、海洋熱波、
降雨、洪水、氷床融解、海氷減少…、新調査結果、
予測の実証

• 対応は進行しているか：社会、政策の反応は。

• AR6は作成中：2021年から2022年にかけて公開
レポート作成の中にも「温暖化は進行する。それに
科学の理解は追いつけるか、予測は追い越せるか、
社会は対応が間に合うかが、問われている。」
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@IPCC_CH

@IPCCNews

@IPCC_Climate_Change

www.vimeo.com/ipcc

www.youtube.com/c/ipccgeneva

Find us on:

「海洋・雪氷圏特別報告書（SROCC）」を読み解く

おわり
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